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（成果情報名）ホルトノキの乾燥性能および乾燥方法の適合性の評価 

（要約）ホルトノキについて、急速乾燥試験、天然乾燥試験、人工乾燥試験を実施し、乾燥性

能の把握および乾燥方法の適合性について検討したところ、ホルトノキは天然乾燥することに

より用材として利用は可能と考えられる。 
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［背景・ねらい］ 

沖縄県の森林資源の現況は、広葉樹の蓄積が 7 割を超え、実際に製材工場に入荷する量も広葉

樹が主体となっており、県産木材の高付加価値な利用を進める上では、広葉樹材の活用は必要不

可欠である。一方で、広葉樹は、針葉樹に比べて乾燥が困難であることが知られており、本県に

おいても乾燥期間の長期化、乾燥時の狂い等による歩留まりの低下が利用の拡大を停滞させる大

きな要因となっている。そこで、本研究においては県産広葉樹の乾燥期間の短縮を目的として、

乾燥特性の把握および人工乾燥の適合性について検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．急速乾燥試験の結果、損傷の種類毎の評価から求めた乾燥条件は表-１とおりであり、ホル

トノキは初期割れおよび内部割れに注意が必要である樹種であることが判明した。また、これ

から推奨される乾燥スケジュールについては図-１とおりである。 

２．表-1 の乾燥スケジュール(45～70℃)により人工乾燥を行ったところ、11 日目で調湿処

理を終了し、乾燥特性は表-２とおりであった。また、より緩やかな乾燥条件(45～60℃)

の場合は、15 日目で調湿処理を終了した。いずれのスケジュールにおいても、家具・内

装材としての利用を見据えて設定した目標含水率である 8%に到達しない供試体があり、

また、およそ 1/3 に内部割れが発生したため、生材からの人工乾燥については推奨しな

い。 

３．天然乾燥では、60 日ほどで含水率 17%程度となった。また、天然乾燥時の乾燥特性について

は表-３とおりであり、内部割れは確認されなかったため、天然乾燥では用材としての利用は可

能と考えられる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．急速乾燥試験の結果、損傷の種類毎の評価から求めた乾燥条件は表-１とおりであり、ホル

トノキは初期割れおよび内部割れに注意が必要である樹種であることが判明した。また、これ

から推奨される乾燥スケジュールについては図-１とおりである。 

２．表-１乾燥スケジュール(45～70℃)により人工乾燥を行ったところ、11 日目で調湿処

理を終了し、乾燥特性は表-２とおりであった。また、より緩やかな乾燥条件(45～60℃)

の場合は、15 日目で調湿処理を終了した。いずれのスケジュールにおいても、家具・内

装材としての利用を見据えて設定した目標含水率である 8%に到達しない供試体があり、

また、およそ 1/3 に内部割れが発生したため、生材からの人工乾燥については推奨しな

い。 

３．天然乾燥では、60 日ほどで含水率 17%程度となった。また、天然乾燥時の乾燥特性について

は表-3 のとおりであり、内部割れは確認されなかったため、天然乾燥では用材としての利用は

可能と考えられる。 
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＊平均表面割れは割れた個体における平均値を示す 

表-1 損傷の種類毎の評価から求めた乾燥条件 

［残された問題点］ 

・本県のほとんどの造林樹種について乾燥特性等に関する情報が無いことから、その他の造林

樹種についても調査・検討が必要である。 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-2 ホルトノキの人工乾燥試験における温度別・木目毎の乾燥特性 
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表-3 ホルトノキの天然乾燥試験における木目毎の乾燥特性 

図-1 ホルトノキの乾燥スケジュール 
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